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消費者の購買行動のモデル化を行う。そしてNN  

により獲得された消費者行動に関する知識を利用  

して、GAを用いて目的に応じたSP戦略の代替  

案を自動的に作成するシステムを提案する。  

2．SP戦略策定システム   

本システムの概要を図1に示す。本システムは  

「消費者の購買行動のモデル化プロセス」と「S  

P戦略抽出プロセス」から構成されている。  

「消費者の購買行動のモデル化プロセス」では、  

NNを用いてSPとブランド選択行動との関係を  

モデル化する。その概要を図2に示す。ここでは、  

消費者のブランド選択行動に対する異質性を、各  

ブランドに対するロイヤルティの大きさと特売な  

どのSPへの反応しやすさという2つの消費者属  

性から捉える。そこで、このブランド選択行動に  

対する異質性とブランド購買時のSP状況をNN  

への入力信号とし、教師信号には、消費者属性別  

1．はじめに   

企業がセールスプロモーション（以下、SP）  

戦略を策定するためには、標的とする消費者の購  

買行動の把握が必要不可欠である。しかしながら、  

購眉行動のモデル化にあたっては、SPだけでな  

く、消費者の異質性や市場の競合状態など多くの  

変数の影響を受けており［1〕、そのモデル化は困  

難である。また、SP戦略の策定を支援するため  

には、消費者の購買行動に関する情報を利用して、  

あらゆる戦略の可能性の中から効率的に代替案を  

生成できるような仕組みが必要である。筆者らは、  

多くの要因の影響を受けている消費者の購買行動  

を的確にモデル化する手法として、ニューラル  

ネットワーク（以下、NN）の有効性を確認して  

いる［2］。一方、ある目的を達成する最適な組み  

合わせを抽出する手法として遺伝的アルゴリズム  

（以下、GA）は有効である［3］。そこで、本研  

究ではNNを用いて、スキャンパネルデータから  

図1． SP戦略策定システム  
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このようなプロセスを経て抽出されるSP戦略代  

替案は、消費者のブランドロイヤルティやSPへ  

の反応しやすさといった消費者の異質性別に、購  

買確率を高めるための具体的なSP戦略について  

の内容を提供している。従って、システムのユー  

ザーは、システムの出力情報に基づいて消費者  

（標的市場）ごとに効果的なSP戦略を策定する  

ことが可能である。   

本システムを実際のインスタントコーヒー市場  

に適用したところ、予測精度の高いモデルが得ら  

れた。なお、紙面の都合上、適用事例の詳細につ  

いては発表当日に紹介する。  

3．おわりに   

NNとGAを用いて、スキャンパネルデータか  

ら、消費者（標的市場）ごとに効果的なSP戦略  

を自動的に策定できるシステムを提案した。本シ  

ステムは、実際の消費者のブランド選択行動に関  

する知識に基づいて構成されている。すなわち、  

本システムではSPと消費者のブランド選択行動  

との間の因果関係をNNによりモデル化した。そ  

して、NNにより獲得された消費者のブランド選  

択行動に関する知識を利用して、GAを用いて自  

動的にSP戦略代替案を作成した。本システムを  

実際の商品に適用した結果、システムの安当性が  

確認できた。従って、スキャンパネルデータをシ  

ステムに人力するだけで、消費者（標的市場）別  

にS P計画や販売計画立案を支援する情報を獲得  

することが可能となった。  

図2．ニューラルわトワークによる知識の獲得  

図3．GAによるSP戦略抽出プロセス  

各S P状況時のブランド選択確率をとる。なお、  

入力信号と教師信号はスキャンパネルデータより  

作成する。   

「SP戦略抽出プロセス」では、GAを用いて  

目的に応じたSP戦略代替案を作成する。その概  

要を図3に示す。GAの個体は、「消費者の購買  

行動のモデル化プロセス」同様、消費者のブラン  

ド選択行動の異質性と各ブランドのSP内容から  

構成されている。そして、逝伝的操作である交配  

や突然変異などの操作を行うことにより、SP戦  

略代替案を自動的に生成する。なお、生成された  

SP戦略代替案は、「消費者の購買行動のモデル  

化プロセス」でNNが獲得した消費者のブランド  

選択行動に関する知識により評価、判定される。  
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